
(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
再記録可能記録媒体に記録されたオーディオトラックに対する代表的な部分を示す代表オ
ーディオ区間の指定を受信すると、前記代表オーディオ区間に指定された指定区間に対す
る位置情報を前記オーディオトラックの全区間または一部区間を指すセル情報としてプロ
グラムチェーン情報に付加して前記再記録可能記録媒体に記録し、その結果セル情報を含
むプログラムチェーン情報が少なくとも１つ記録された前記再記録可能記録媒体のオーデ
ィオデータを再生する方法であって、
選択されたプログラムチェーン情報に基づく代表オーディオ区間の再生要求を受信する１
段階と、
前記１段階により受信された前記再生要求に基づき、前記選択されたプログラムチェーン
情報に付加された前記セル情報に記録されている前記位置情報を順次的に確認する２段階
と、
前記２段階により確認された前記位置情報が前記代表オーディオ区間に対する位置情報で
あることを確認した後、その位置情報を探索してその区間のオーディオデータを再生する
３段階とを含み、
プログラムチェーン情報のいずれかが予め指定されている場合には、その指定されている
プログラムチェーン情報に基づき代表オーディオ区間のオーディオデータ再生を行

10

20

JP 3556602 B2 2004.8.18

い、
　前記セル情報は、少なくとも１つのオーディオセルエントリーポイント情報領域に記録
され、



ことを特徴とする再記録可能記録媒体のオーディオデータ再生
方法。
【請求項２】

ことを特徴とする請求項１に記載の再記録可能記録媒体の
オーディオデータ再生方法。
【請求項３】

ことを特徴とする請求項 に記載の再記録可能記録媒体のオーデ
ィオデータ再生方法。
【請求項４】

ことを特徴とする請求項１に記載の再記録可能記録媒体のオーディオデータ再
生方法。
【請求項５】

ことを特徴とする請求項
１に記載の再記録可能記録媒体のオーディオデータ再生方法。
【請求項６】

ことを特徴とする請求項１に記載の再記録可能記録媒体のオー
ディオデータ再生方法。
【請求項７】

ことを特徴とする請求項１に記載の再記録可能記録媒体のオーディオデータ再生方法。
【請求項８】

ことを特徴とする請求項１に記載の再記録可能記録
媒体のオーディオデータ再生方法。
【請求項９】

ことを特徴とする請求項１に記載の再記録可能記録媒体のオー
ディオデータ再生方法。
【請求項１０】

10

20

30

40

50

(2) JP 3556602 B2 2004.8.18

　前記オーディオセルエントリーポイント情報領域は、情報フィールドとエントリーポイ
ントのタイプフィールドとを有し、
　前記情報フィールドには、前記指定区間に対する前記位置情報またはランダムアクセス
可能な位置の情報が記録され、
　前記エントリーポイントのタイプフィールドには、前記指定区間に対する前記位置情報
が記録された情報フィールドがあるか、またはランダムアクセス可能な位置の情報が記録
された情報フィールドのみであるのかを区別させる識別情報が記録され、
　前記指定区間に対する前記位置情報は、前記代表オーディオ区間の開始位置とその区間
の長さに対する情報である

プログラムチェーン情報のいずれも予め指定されていない場合には、最も最近に記録され
たオーディオトラックを含んでいるプログラムチェーン情報に基づき代表オーディオ区間
のオーディオデータ再生を行う

前記３段階は、前記位置情報を含むセル情報に記録されているその位置情報が代表オーデ
ィオ区間に対するものであることを示す識別情報を確認して、その識別情報が代表オーデ
ィオ区間に対する情報であることを示す場合に、その位置情報を代表オーディオ区間に対
する情報として利用する １

前記３段階は、前記位置情報を含むセル情報に記録されているその位置情報が代表オーデ
ィオ区間に対するものであることを示す識別情報を確認して、その識別情報が代表オーデ
ィオ区間に対する情報でないことを示す場合に、その位置情報が指す区間に対する再生は
実施しない

前記３段階は、代表オーディオ区間の再生途中、以前または次のオーディオトラックの代
表オーディオ区間のデータの再生要求が受信されると、現在のセル情報の前または次のセ
ル情報に記録されている代表オーディオ区間を探索して再生する

前記３段階は、特定番号のオーディオトラックに該当する代表オーディオ区間のデータの
再生要求が受信されると、現在の選定されたオーディオトラックの集合内で前記特定番号
に該当する順序のオーディオトラックに対応するセル情報に記録されている代表オーディ
オ区間を探索して再生する

前記オーディオトラックは、一つのオリジナルプログラムチェーンに属するトラックであ
る

前記オーディオトラックは、ユーザーの編集によって生成した一つのユーザー定義プログ
ラムチェーンに属するトラックである

前記１段階における再生要求は、ユーザーインタフェースを通した代表オーディオ「オン
」命令によって行なわれる



前記３段階
ことを特徴とする請求項１に記載の再記録可能記録

媒体のオーディオデータ再生方法。
【請求項１１】

ことを特徴とする請求項１ に記載の再記録可能記録媒体のオーディオデータ再生
方法。
【請求項１２】

ことを特徴と
する請求項１に記載の再記録可能記録媒体のオーディオデータ再生方法
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】
本発明は、再記録可能記録媒体に記録されたオーディオ曲を代表する内容を選定管理して
必要時にこれを再生してその曲を確認できるようにする方法に関するものである。
【０００２】
【従来の技術】
高音質のデジタルオーディオデータを記録格納できるＣＤのような記録媒体は、現在最も
広く用いられているデジタルオーディオ記録媒体である。ＣＤは、高音質のデジタルオー
ディオデータをほぼ永久に記録格納できる。さらに、最近では高画質の動映像データまた
は高音質のオーディオデータを長時間記録格納できる大容量高密度光ディスクであるＤＶ
Ｄが開発され、市場に発表されて、広く普及することが予想される。ＤＶＤの種類には、
再生専用のＤＶＤ－ＲＯＭ、１回記録可能なＤＶＤ－Ｒ、そして再記録可能なＤＶＤ－Ｒ
ＡＭまたはＤＶＤ－ＲＷなどがある。
【０００３】
再記録可能な大容量記録媒体である、Ｒｅｗｒｉｔａｂｌｅ　ＤＶＤは、現在記録フォー
マットに対する規格化作業が進行中である。
【０００４】
図１は、再記録可能記録媒体に映像またはオーディオデータを記録したりまたは再生する
一般的な光ディスク装置の主要構成を図示したことである。
【０００５】
図１の光ディスク装置は、再記録可能ＤＶＤ　１のような再記録可能記録媒体に記録され
た信号を読み出したり、または記録するように信号処理されたデータストリームを再記録
可能記録媒体に記録する光ピックアップ２、光ピックアップ２から読み出される信号を再
生信号処理する再生信号処理部８、再生信号をデコーディングして出力するデコーダ９、
外部から入力されるアナログ信号をサンプリングしてデジタル信号に変換して出力するサ
ンプラ５、変換して出力されたデジタル信号をＭＰＥＧ方式、ＬＰＣＭ方式またはＡＣ－
３方式等でエンコーディングするエンコーダ４、エンコーディングされたデジタルデータ
を記録に適する形態の信号に変換処理する記録信号処理部３、ユーザー要求によって構成
手段の動作を制御するコントローラ６、及びコントローラの動作に必要なデータを格納す
るメモリ７を含む。
【０００６】
このように構成された光ディスク装置にアナログオーディオ信号が入力されると、サンプ
ラ５では、そのオーディオ信号を所定周波数でサンプリングして、デジタルデータに変換
した後、エンコーダ４に印加する。エンコーダ４はそのデジタルデータを、その装置で決
められているフォーマット、例えばＭＰＥＧフォーマットでエンコーディングして、記録
信号処理部３に与える。これにより、記録信号処理部３は、エンコーディングされた圧縮
オーディオデータを、記録に適合する信号に変えて再記録可能記録媒体１に記録する。
【０００７】
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における代表オーディオ再生は、ユーザーインタフェースを通した代表オーデ
ィオ「オフ」命令によって中断される

前記代表オーディオの中断と同時に再生中のオーディオ曲の先頭から正常的な再生が行な
われる ０

前記３段階における代表オーディオ再生途中、代表オーディオの先頭からの再生要求が受
信されると、現在再生される代表オーディオの先頭から再生を再び開始する

。



再記録可能記録媒体に記録されるオーディオデータは、一つの論理的「トラック」単位で
区画されている。この論理的トラックは記録媒体に螺旋形で形成された物理的トラックと
は区別されるべきである。マイク及び放送などを通して提供されるオーディオ曲が一度記
録されると一つのトラック（以下単にトラックという場合論理トラックを意味する）にな
る。
【０００８】
再記録可能記録媒体に記録されたオーディオ曲の全体、すなわち、すべてのトラックは、
図２に図示したように、一つのトラックセット（ＴｒａｃｋＳｅｔ）として管理されるが
、そのトラックセット内に新しいトラックが追加記録されたりまたは記録されているトラ
ックが削除されることがある。
【０００９】
また、トラックの一部分のみ、ユーザーの編集動作などによって部分トラック（ＰｏＴ：
Ｐａｒｔ　ｏｆ　Ｔｒａｃｋ）として指定され、その部分のみを再生させることができる
。そのような再生はトラックの再生順序を指定するための再生リスト（ＰＬ：Ｐｌａｙ　
Ｌｉｓｔ）の選択によって行なわれる。
【００１０】
トラックの記録後、または編集後には、トラックの全部または一部を参照するための情報
としてセル情報が生成される。このセル情報は一つ以上のトラックを参照させるプログラ
ムチェーン情報（ＰＧＣＩ：Ｐｒｏｇｒａｍ　Ｃｈａｉｎ　Ｉｎｆｏｒｍａｔｉｏｎ）に
属する。そして再生リストから、ユーザーの選択によって適当なプログラムチェーン情報
をプログラムチェーン番号によって参照することができる。
【００１１】
したがって、ユーザーが選定した、または記録時自動的に生成した多数の再生リスト中任
意の一つの再生リストを選択すると、コントローラ６は、選択された再生リストに対応す
るプログラムチェーン情報（ＰＧＣ）を検索して、そのプログラムチェーン情報内のセル
（Ｃｅｌｌ）が指定するトラックのすべてまたはトラックの一部区間に対する位置情報を
確認し、その確認された記録位置を探索して読出し再生することによって、ユーザーが所
望するトラックを再生出力できるようになっている。
【００１２】
しかし、記録媒体が大容量であるので、数多くのオーディオトラックを記録できるが、逆
に、このように多くのオーディオトラックが記録された記録媒体から再生リストを使用し
てユーザーが希望するオーディオトラックを探すのは容易でない。したがって、ユーザー
に各再生リストに含まれたオーディオ曲を概略的に確認できる効率的な方法の提案が要求
されている。
【００１３】
【発明が解決しようとする課題】
本発明はのような問題点を解決するためになされたもので、大容量の再記録可能記録媒体
に記録されたオーディオトラックから所望のトラック、すなわち曲を容易に探すことがで
きる、再記録可能記録媒体のオーディオデータ記録管理及び再生方法を提供することが目
的である。
【００１４】
【課題を解決するための手段
【００１５】
本発明による再記録可能な記録媒体のオーディオデータの再生方法は、
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】

再記録可能記録媒
体に記録されたオーディオトラックに対する代表的な部分を示す代表オーディオ区間の指
定を受信すると、代表オーディオ区間に指定された指定区間に対する位置情報をオーディ
オトラックの全区間または一部区間を指すセル情報としてプログラムチェーン情報に付加
して再記録可能記録媒体に記録し、その結果セル情報を含むプログラムチェーン情報が少
なくとも１つ記録された再記録可能記録媒体のオーディオデータを再生する方法であって
、選択されたプログラムチェーン情報に基づく代表オーディオ区間の再生要求を受信する



ことを
特徴とする。
【００１６】
【発明の実施の形態】
以下、本発明による再記録可能記録媒体のオーディオデータの代表オーディオ 生方法
に対する望ましい実施形態に対して、添付された図面を参照して詳細に説明する。
【００１７】
図３は、再記録可能記録媒体に記録されたオーディオトラックに対するリアルタイム記録
オーディオ管理情報（ＲＴＲ＿ＡＭＧＩ：Ｒｅａｌ　Ｔｉｍｅ　Ｒｅｃｏｒｄｉｎｇ　Ａ
ｕｄｉｏＭａｎａｇｅｒ　Ｉｎｆｏｒｍａｔｉｏｎ）の構造を図示したものである。
【００１８】
リアルタイム記録オーディオ管理情報は、オーディオ管理情報管理テーブル（ＡＭＧＩ＿
ＭＡＴ）と、再生リストサーチポインターテーブル（ＰＬ＿ＳＲＰＴ）とを備えている。
再生リストサーチポインターテーブルは、再生リストサーチポインターテーブルに対する
情報が記録されるフィールド（ＰＬ＿ＳＲＰＴＩ）と、多数の再生リストポインター（Ｐ
Ｌ＿ＳＲＰ＃１、２．．．）とが記録されるフィールドを含む。
【００１９】
それぞれの再生リストサーチポインター（ＰＬ＿ＳＲＰ）にはプログラムチェーン番号（
ＰＧＣＮ）が記録されるが、このプログラムチェーン番号は図４のような構造を有するプ
ログラムチェーンを指定する。
【００２０】
オーディオ曲が記録信号処理部３を通して再記録可能記録媒体に記録されてしまえば、コ
ントローラ６はそのトラックに対する情報として一つのセル情報を生成する。このような
セル情報は、そのトラックに対する開始と終了に対する位置情報を有する。その情報は図
４のオーディオセル一般情報（Ａｕｄｉｏ　Ｃｅｌｌ　Ｇｅｎｅｒａｌ　Ｉｎｆｏｒｍａ
ｔｉｏｎ）フィールドに記録される。そしてそのセルは、図４で見るように自動的にまた
はユーザーの選択によって指定された特定プログラムチェーンに属している。一つ以上の
オーディオトラックが記録されることによってそれに対応する多数のセルが生成されて、
そのプログラムチェーン内に、そのセルの位置に対する情報（ＣＩ　Ｓｅａｒｃｈ　Ｐｏ
ｉｎｔｅｒ）と一緒にセル情報（Ｃｅｌｌ　Ｉｎｆｏｒｍａｔｉｏｎ）として記録できる
。
【００２１】
一つのセル情報は、図４で見るように、対応するオーディオトラックに対する位置情報を
含むオーディオセル一般情報（Ａ＿Ｃ＿ＧＩ）と、多数のオーディオセルエントリーポイ
ント情報（Ａ＿Ｃ＿ＥＰＩ）とで構成される。
【００２２】
ところで、オーディオセルエントリーポイント情報（Ａ＿Ｃ＿ＥＰＩ）は、そのタイプに
よって他の情報が記録されるが、本発明では、オーディオトラックに対する代表オーディ
オ、すなわちその曲を代表するような部分の位置を格納するための情報としてこのセルエ
ントリーポイント情報（Ａ＿Ｃ＿ＥＰＩ）領域を利用する。すなわち、図４に示されたよ
うに、エントリーポイントのタイプ（ＥＰ＿ＴＹ）フィールドに、ビット値として「００
０１ＸＸＸＸ」（Ｘは任意値）の値を記録することによって、その追加的な情報として、
代表オーディオ開始表示時間（ＥＰ＿ＲＡ＿Ｓ＿ＰＴＭ：Ｅｎｔｒｙ　Ｐｏｉｎｔ　Ｒｅ
ｐｒｅｓｅｎｔａｔｉｏｎ　Ａｕｄｉｏ　Ｓｔａｒｔ　Ｐｒｅｓｅｎｔａｔｉｏｎ　Ｔｉ
ｍｅ）及び終了表示時間（ＥＰ＿ＲＡ＿Ｅ＿ＰＴＭ）に対する情報フィールドが含まれて
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１段階と、１段階により受信された再生要求に基づき、選択されたプログラムチェーン情
報に付加されたセル情報に記録されている位置情報を順次的に確認する２段階と、２段階
により確認された位置情報が代表オーディオ区間に対する位置情報であることを確認した
後、その位置情報を探索してその区間のオーディオデータを再生する３段階とを含み、プ
ログラムチェーン情報のいずれかが予め指定されている場合には、その指定されているプ
ログラムチェーン情報に基づき代表オーディオ区間のオーディオデータ再生を行う

の再



いることを示している。
【００２３】
エントリーポイントタイプフィールドの値が「０１１０ＸＸＸＸ」の場合にはランダムア
クセスが可能な位置情報に対するフィールドのみを含む一般的な用途に用いるようになる
。
【００２４】
したがって、コントローラ６は、多数のオーディオトラックに対する記録が終了された後
、編集によって各トラックに対する代表オーディオの位置を指定するようになればそれに
対する情報をそのトラックに対するセル情報のオーディオセルエントリーポイント情報フ
ィールドにその指定された位置の開始と終了位置に対する再現時刻情報（ＰＴＭ：Ｐｒｅ
ｓｅｎｔａｔｉｏｎ　Ｔｉｍｅ）を記録する。代表オーディオのためのオーディオデータ
は記録されたオーディオトラックで選択されるが、必要な場合には代表オーディオのみの
ためのオーディオをユーザーの音声で記録することもできる。
【００２５】
図５は、本発明によって、オーディオトラックが記録されて各オーディオトラックに対す
る代表オーディオが指定された結果を図式的に示したものである。図５の記録例では、代
表オーディオ区間の開始と終了情報が記録される形態である図４のエントリーポイントタ
イプが用いられている。
【００２６】
図５の例では、三つのオーディオトラック（一つのトラックが一つのオーディオオブジェ
クト（ＡＯＢ）に対応する）が記録されており、その三つのトラックに対するセル情報が
記録時に生成するオリジナルプログラムチェーン（ＯＲＧ＿ＰＧＣ）に記録されることに
よって、オリジナルプログラムチェーンと連結される。そして図５には、編集モードで、
ユーザーがトラック３（ＡＯＢ３）の一部区間（ＵＤ＿ＴＲＫ）を指定することによって
、コントローラ６がその指定された部分区間を指定するセル（Ｃｅｌｌ４）情報を生成し
て、そのセル情報をユーザー定義プログラムチェーン（ＵＤ＿ＰＧＣ）に記録している例
も示されている。
【００２７】
また、ユーザー定義プログラムチェーンで指定されたトラックの一部区間に対しても、も
ちろん代表オーディオ区間が指定されてその区間を指す開始と終了ポイントがユーザー定
義プログラムチェーンに属するセル（Ｃｅｌｌ４）に記録されていることをも示している
。図５の例では、トラック３（ＡＯＢ３）に対する代表オーディオ区間と、ユーザーが指
定したトラック３の部分区間（ＵＤ＿ＴＲＫ）に対する代表オーディオ区間が同一である
が、記録されたトラックに対して一部区間を指定したユーザー定義区間で、その一部区間
が指定されたオリジナルの区間指定とは異なる代表オーディオ区間を指定することができ
ることはもちろんである。
【００２８】
図４のように、ユーザーが指定した代表オーディオ区間に対してその区間の開始と終了に
対する情報を記録するフィールドの代わりに、代表オーディオ区間の開始とその長さを示
す情報を記録するフィールドとでオーディオセルエントリーポイント情報フィールドを構
成することもできる。図６はこのような実施形態によるプログラムチェーンのフォーマッ
トを図示した。代表オーディオ区間の長さを示す情報としてオーディオフレーム数を記録
することもできる。
【００２９】
図７のオーディオトラックの記録例は、オーディオセルエントリーポイントのタイプを、
図４のタイプの代わりに図６に提示されたタイプを用いたものに対する情報の連結構造で
ある。すなわちあるトラックの代表オーディオ区間を開始と終了を示す情報（ＥＰ＿ＲＡ
＿Ｅ＿ＰＴＭ）の代わりにその区間の開始と長さ（ＲＡ＿ＤＵＲ）を示す情報がセル情報
に記録されていることが理解できるであろう。
【００３０】
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以下では、このように記録されたオーディオトラックとそのトラックに対する代表オーデ
ィオ区間の再生方法に対して説明する。
【００３１】
コントローラ６は、再記録可能記録媒体１が挿入されると、それに記録されているオーデ
ィオトラックの管理情報を読み出して、メモリ７に一時的に格納し、ユーザーが代表オー
ディオ再生を要求すると、メモリ７に格納されているリアルタイム記録オーディオ管理情
報（ＲＴＲ＿ＡＭＧＩ）に基づいて再生リスト選択のための図８の画面を構成する。この
画面は光ディスク装置と連結されている映像ディスプレー装置や光ディスク装置に一体的
に備わっている液晶表示器などの画面である。この画面には選択のためのカーソルも同時
に生成され、一緒に画面出力する。
【００３２】
リモコンなどの入力装置から入力されるデータによって、画面上のカーソルを移動させ、
一つの再生リストを選択する。その選択による再生リストが指定しているプログラムチェ
ーン番号を参照してそのプログラムチェーン情報にアクセスする。
そして、そのプログラムチェーンに記録されているセル情報を確認する。
【００３３】
ユーザーが選択した再生リストが図５或いは図７のオリジナルプログラムチェーン（ＯＲ
Ｇ＿ＰＧＣ）であれば、トラック１、２、そして３（ＡＯＢ１、２、３）に対応する３個
のセル情報を確認する。そして、各々のセル情報に記録されている代表オーディオ区間（
ＲＡ＿ＥＮＴ、＃１、＃２、＃３）に対する位置情報、すなわち開始と終了、または開始
と再生長さに対する情報を確認する。
【００３４】
次に、コントローラ６は、光ピックアップ２を確認された位置に移動させてその位置から
記録されたオーディオデータを読み出して再生信号処理部８とデコーダ９を通してオーデ
ィオの音を出力するオーディオ再生動作を実施する。この動作は、指定された代表オーデ
ィオ区間の終了位置までまたは再生時間だけ行なわれる。その代表オーディオ区間の再生
が完了されると、次のセル情報に記録された代表オーディオ区間を同様な方法で探索して
読み出し、そのオーディオの音を出力する動作を最終セルまで繰り返す。
【００３５】
もしも、ユーザーが選択した再生リストがユーザー定義プログラムチェーンであれば、図
５及び７の例でセル情報＃４に記録された代表オーディオ区間（ＲＡ＿ＥＮＴ＃４）が探
索されて再生される。
【００３６】
上記のような順次的な代表オーディオ区間の再生過程で、次のセル情報に記録されている
オーディオセルエントリーポインターのタイプが、代表オーディオ記録区間を示すビット
値である「０００１ＸＸＸＸ」でなければ、そのセル情報に対応するオーディオトラック
の代表オーディオはないと判断されてそのトラックをスキップする。
【００３７】
図５と７の記録オーディオトラック例では、ユーザー定義プログラムチェーンは、オーデ
ィオトラックの部分的な区間を指定している一つの区間のみが示されているが、記録され
たオーディオトラックに対して多様な個所の区間を指定することによって多数のセル情報
をユーザー定義プログラムチェーンに含まれせることができる。その場合にもコントロー
ラ６はそのユーザー定義プログラムチェーンに属しているあらゆるセル情報に定められて
いる代表オーディオ区間を順次的に探索しながら再生する。
【００３８】
一方、上述のように選択された再生リストに対する代表オーディオの再生が実施されてい
る途中、リモコンのような入力装置を通してユーザーから前の又は次の代表オーディオ探
索が要求されると、コントローラ６は現在のセル情報の前または次のセル情報を確認し、
そのセル情報で指定された代表オーディオ区間に光ピックアップ２を移動させてその区間
のオーディオデータを探索した後、該当する代表オーディオを再生する。
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【００３９】
また、コントローラ６は、ユーザーからトラック番号が指定されると、現在再生中のプロ
グラムチェーンでそのトラック番号に該当するセル情報を参照して代表オーディオ区間を
探索し、そのオーディオトラックに対応する代表オーディオを探索及び再生する。
【００４０】
また、代表オーディオ「先頭探索」機能を追加する場合もある。この機能は代表オーディ
オ再生途中「先頭探索」命令があれば、現在再生されている代表オーディオ区間の先頭か
ら再び再生する。すなわち、その曲の代表オーディオを再び聞こうとする場合に利用する
。
【００４１】
前述したような多様な代表オーディオの再生は、リモートコントローラなどのユーザーイ
ンタフェースを通して行われる。そして、リモコン等に「代表オーディオ」に対応する短
縮ボタンを用意して、このボタンを一度押せば代表オーディオ「オン（Ｏｎ）」命令が行
なわれて、前述したような代表オーディオの順次的な再生が始まるようにすることが望ま
しい。「代表オーディオ」オン命令前に指定されているプログラムチェーンがある場合に
は、そのプログラムチェーンに属するオーディオトラックに対する代表オーディオの順次
再生が行なわれ、一方、プログラムチェーンが指定されていない場合には最も最近に記録
されたオーディオトラックを含んでいるオリジナルプログラムチェーンに対する代表オー
ディオが順次再生される。
【００４２】
またボタンをもう一度押せば代表オーディオ「オフ（Ｏｆｆ）」命令が行なわれて、代表
オーディオの再生が中断されると同時に、その再生が中断されたオーディオ曲の先頭から
正常な再生動作を実施する。すなわちユーザーが代表オーディオを順次的に聴取する途中
に自己が所望する曲を発見して「代表オーディオ」ボタンを押せば、代表オーディオの順
次的な再生が中止されて、その時再生が行なわれていたセルに属するオーディオトラック
、すなわちユーザーが所望する曲の再生モードに入るようになっている。
【００４３】
以上、前述した本発明の望ましい実施形態は例示のために開示したもので、当業者であれ
ば添付された特許請求範囲に開示された本発明の技術的思想の範囲を通して変更、代替ま
たは付加できるであろう。
【００４４】
【発明の効果】
本発明による再記録可能記録媒体のオーディオデー 生方法によれば、大容量の再記録
可能記録媒体に数多くの曲が記録されている場合に、その曲を代表する箇所、すなわち代
表オーディを少しずつ聞くことができので、局名を正確に覚えていなくとも、ユーザーが
所望するオーディオ曲をより迅速にさがすことができるようになる。
【図面の簡単な説明】
【図１】従来の一般的な光ディスク装置のブロック図である。
【図２】再記録可能記録媒体に記録されるオーディオトラックとその記録情報とその構造
の図である。
【図３】オーディオトラックを参照するプログラムチェーン情報と再生リストとの関係を
示した図である。
【図４】本発明によって、セル情報に代表オーディオ区間情報が記録されているプログラ
ムチェーン情報を構造的に示した図である。
【図５】代表オーディオ区間が選定された各オーディオトラックと代表オーディオ位置情
報がその区間を指示する形態の例を示した図である。
【図６】本発明によって、セル情報に代表オーディオ区間情報が異なるように記録されて
いるプログラムチェーン情報を構造的に示した図である。
【図７】代表オーディオ区間が選定された各オーディオトラックと代表オーディオ位置情
報がその区間を指示する形態の他の例を示した図である。
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【図８】ユーザーが代表オーディオ再生を要求する場合、画面上に再生リストが出力され
た例を示した図である。
【符号の説明】
１：再記録可能ＤＶＤ
２：光ピックアップ
３：記録信号処理部
４：エンコーダ
５：サンプラ
６：コントローラ
７：メモリ
８：再生信号処理部
９：デコーダ
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【 図 ４ 】 【 図 ５ 】

【 図 ６ 】 【 図 ７ 】
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【 図 ８ 】
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